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萩
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本
稿

は
、

一
九
九
六
年

に
制
定

さ
れ
た

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の

「
法
律
扶

助
法
」

お
よ
び

「
公
的
補
佐
人

に
関
す

る
法
律

」
を
翻

訳
し
、
必

要
最
小
限

と
思
わ
れ
る
注
記
を
付
し

た
も

の
で
あ

る
。

公
的
補
佐

人
に
関
す

る
規
定

は
旧
法
律
扶
助
法
中

に
包

含

さ
れ
て

い
た
が
、
新
法

の
制
定

に
あ
た

っ
て
法
技

術
的

理
由

な
ど

か
ら
別

の

　

個
別

の
法
律

に
移

さ
れ
た
。

「
公
的
補
佐
人

に
関
す

る
法
律
」

は
そ

の
基
本
法
と

い
う

べ
き
も

の
で
あ

る
。

こ
の
翻
訳

で
は

ω
<
震
茜
Φ
ω
H
涛
Φ
。。
冨
財q
卜。
8
ω
所
載

の
法
文

に
拠

っ
た

(法
制
定

後
す

で
に
若
干

の
法
改
正

が
な
さ
れ

て

い
る
)
。

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
は
上
記

の
新

た
な
法
律
扶

助
法

の
制
定

に
よ
り
ド
ラ

ス
テ

ィ

ッ
ク
と
形
容
す

る
ほ
か
な

い
法
律

扶
助

の
大
改
革

を
行

っ

た
。

こ
の
制
度
改
革

の
中
核
を
成
す

の
は
、
従
来

の
法
律
扶

助

(主

と
し

て
民
事
法
律
扶
助
)
を
国

民

の
約
九
五
%

が
加
入
し

て

い
る
と

い

わ
れ

る
権
利
保
護
保
険

(を
含

む
家
庭
保

険
な

ど
)

に
よ

っ
て
代
替
し

た

こ
と
に
あ

る
。

こ
れ

は
当
初

の
法
律
扶

助

の
理
念

か
ら

み
て
大

後
退

の
よ
う

で
あ

る
が
、
深
刻
な
財
政
事
情

が
要
求

し
た
不
可
避
的
な
制
度

改
革
と

い

　
　

う

べ
き

で
あ
ろ
う

。

た
だ
、

そ

の
他

の
法
律
扶
助

に

つ
い
て
は
基
本

的

に
従
前

の
制
度

が
維
持

さ
れ

て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

民
事

の

分
野

に
お
け
る
権

利
保
護
保
険

に
よ

る
法
律
扶
助

の
代
替

と

い
う

「法
律

扶
助

に
お
け

る
民
営

化
路
線
」

の
選
択
と
し

て
肯
定
的

に
捉
え
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る

こ
と
も
可
能

か
も
知

れ
な

い

　
　
　

(
こ
の
点

に
関
す

る
か

つ
て
の
私
見

は
や
や
否
定
的

に
過
ぎ

た
よ
う

な
気

が
す

る
)
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年

従
前

の
制
度

に

つ
い
て
は
、

拙
稿
「
ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の
法
律
扶
助
法

に

つ
い
て
1
法
律
扶

助
法

訳
文
1
」
(神
奈
川
法
学
三

一
巻

一
号

(
一

九
九

六
)
を
、
新

法
律

扶
助
法

に

つ
い
て
は
、
菱
木
昭
八
朗

「
ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の
新

し

い
法
律
扶

助
法
」
リ
ー
ガ

ル

.
エ
イ
ド
研
究
二
号

(
一
九
九

七
)
、
同
訳
「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法
律

扶
助
法
」
同
誌
八
号

(二
〇
〇
三
)
お
よ
び
拙
稿

「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
外
国

人
出
入
国
案
件

に
お

け

る
法
律
扶
助

に

つ
い
て
1
福
祉
国
家

に
お
け

る
法

の
支
配

の

一
断
面
i

」
同
誌

一
号

(
一
九
九
七
)
を
参
照
さ
れ

た

い
。

ち

な

み
に
、
私

は
関

東

学

院

大

学

法

学

研

究
所

の
共

同

研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「
ス
ウ

ェ
ー

デ

ン

の
法

律

扶

助

」
(責

任

者

福

山

達

夫

教

授

)

に
乞

わ

れ

て
参

加

し
、

二

〇

〇

三

年

九

月

中
旬

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
に
調

査

研

究

の
た

め
出

張

し

た
。

本

稿

は

そ

の
準

備

作

業

と

し

て
作
成

し

た

訳

稿

に
若

干

の
補

正

を

加

え

た
も

の
で
あ

る
。

こ

の
共

同

研

究

の
結

果

は

い
ず

れ
報

告

書

に

ま

と

め
ら

れ

る

は
ず

で
あ

る

が
、

司

法

制

度

改

革

の
関

連

で
も

法
律

扶

助

の
問

題

が

切
実

な

論

議

の
対

象

で
あ

る

こ

と
に

か

ん

が

み
、

取

り
急

ぎ

本

稿

を

発

表
す

る
次

第

で
あ

る
。

*

立
法
理
由
書

は
、
今
次
の
改
革
に
よ
り
公
的
補
佐

(人
)
制
度
は
法
律
扶
助

の

一
形
態
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
く
な
る
、
と
表
現
す
る
。
Z
一》

HH
9

巳
9

(Z
一
〉

口

に
つ
い
て
は
後
述
の
説
明
参
照
。)
し
か
し
、
実
質
的
に
法
律
扶
助
の

一
形
態
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。

**

裁
判
制
度
全
体
の
予
算
に
関
す
る
最
近

の
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇
〇
三
年
度

で
は

一
二
〇
万
ク

ロ
ー
ネ
の
赤
字
が
予
測
さ
れ
る
の
に
、
二
〇
〇

四
年
度
以
降
三
年
間
に
九
〇
〇
〇
万
ク

ロ
ー
ネ

の
節
減
を
要
求
さ
れ
て
い
る

(司
法
行
政
庁
は
当
初
実
に

一
億
七
五
〇
〇
万
ク

ロ
ー
ネ

(全
体
の
七
%
)
の

節
減
を
想
定
し
て
い
た
)
。
〉
昌
コ
ζ
霞
δ

じ口
臼
αq
畠
Hα
3

U
oヨ
馨
o
冨
轟
口
固
日
舘
什Φ
ωB
錘

け同o
$

艶
一ω評
9
♂
言
ω①
評
什一匙巳
昌
αq
Φ昌
。。＼
OP

ψ
①
.

**
*

拙
稿

・
前
掲
「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
法
律
扶
助
法
に
つ
い
て
」
一
四
七
頁
参
照
。

(1012)
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法
律
扶
助
法

(
一
九
九
六
年
第

[
六

一
九
号
)

序
説
的
規
定

　

第

↓
条

こ

の

法

律

は

、

法

律

扶

助

お

よ

び

法

律

相

談

に

つ

い

て
定

め

る

。

*

旧
法

に
お
け
る

コ

般

法
律
扶
助
」

と

い
う
言
葉

は
、
新
法

で
は

「
法
律
扶

助
」

と
変

え
ら
れ
た
。

口
、

立
法
関
係
資
料

の
重
要
部
分
を
納

め
る
。
)

這
㊤
①
9
弩
b。
・
(以
下
、

頁

(ω
・)

の
み
で
引
用
)

乞
旨
叶
冒
二
臼
ω
算

鴛
a
〈
〉
<
庫
』

(略
称

]∠
旨
》

第

二
条

法
律

扶
助

は
、
第
六
条

な

い
し
第
入
条

に
定

め
る
要
件

を
具
備
す

る
と
き
、
法
律

上

の
事
項

(磐

αQ
Φ
鼠
αq
Φ
邑

①
什雪

)
に

つ
い
て
与

え
ら

れ
る
。

法
律
扶
助

が
与

え
ら
れ
る

た
め

に
は
、

そ

の
事
項

に

つ
い
て
後
記

の
法
律
相

談
が
明
ら

か
に
不
要

で
あ
る
か
、

ま
た
は
そ

の
他
特
段

の

　

理
由

が
存
し
な

い
限
り
、
第

四
条

に
よ
り
少
な
く
と
も

一
時
間

の
法
律
相
談
を
与

え
ら
れ

て

い
た

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

第
九
条

に
法
律
扶

助
と
権
利
保
護
保

険
と

の
関

係

に
関
す

る
規
定

が
存
す

る
。
第

一
〇
条

な

い
し
第

=
二
条

に
法
律
扶

助
が
与
え
ら
れ

な

い
場

合
お
よ

び
法
律
扶
助

の
た
め
に
特

段

の
理
由
が
要
求

さ
れ

る
場
合

に
関
す

る
規
定

が
存
す

る
。
第

二

一
条

お
よ

び
第

二
二
条

に
外

国

に
お

い
て
そ

の
事
項

が
取
り
扱

わ
れ
る

べ
き
場

合

の
性
犯
罪
被

害
者

に
対
す

る
法
律
扶
助

に
関
す

る
特
則

が
存
す

る
。

.

こ
れ
は
例
外
的
事
例
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
申
請
人
が
外
国
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は

一
般
に
十
分
で
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
も
電
話
ま
た
は
書
面
の
交
換
に
よ
り
法
律
相
談
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ち
で
あ
る
。
9
臼
ら。
.

347

第

三
条

法
律
扶

助
は
申

請

に
基
づ
き
与

え
ら
れ

る
。
申
請

は
書
面

で
し
、

か

つ
政
府

ま
た
は
政
府
が
定

め
る
公
的
機
関

に
よ

っ
て
規
定
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お

さ

れ

た
情

報

を
包

含

し

な
け

れ

ば
な

ら

な

い
。

*

詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
律
扶
助
令

(以
下
「令
」
と
い
う
)七
条
な

い
し

一
一
条

な
ど
が
定

め

て
い
る
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年(1014)

法
律
相
談

　

　
　

第
四
条

こ
の
法
律

に
よ
る
法
律

相
談
は
、
法
律

上

の
事
項

に

つ
い
て
弁
護
士
ま

た
は
弁
護
士
事
務
所

の
弁
護
士
補

に
よ

っ
て
合
計

最
高

二
時

間
与

え
ら
れ
る
。

法
律

相
談

は
ま

た
第

二
六
条

に
よ
り
法
律

扶
助
補
佐

人
と
し

て
任
命

さ
れ

る
そ

の
他

の
者

に
よ

っ
て
も
与

え
ら
れ

・つ
る
。

法
律

相
談

は
、
法
律

相
談
を
行
う
者

に
対

し
て
手
数
料
を
支
払
う

こ
と

で
与
え
ら

れ
る
。
法
律
相
談

を
行
う
者

は
、
申
請

人

の
経
済
的

関
係

に
か

ん
が
み

こ
の
手
数
料
を
半
額

に
ま

で
減
額
す

る

こ
と
が
で
き

る
。

扶
助
申
請
人

が
未
成
年
者

で
あ

る
場
合
、
申
請

人

の
経
済
的
関
係

が
そ

の
理
由

を
与

え
る
と
き
は
、

こ
の
手
数
料

は
零

に
ま

で
減
額
す

る

こ
と
が
で
き

る
。

　
　
　

政

府

ま

た

は
政

府

の
定

め

る

公
的

機

関

は
、

法

律

相

談

手

数

料

お

よ

び

そ

の
減

額

に
関

す

る

細

則

を
制

定

す

る
。

*

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
公
共
弁
護
士
事
務
所
法
律
家
協
会
は
、
法
律
相
談
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
、
最
高
二
時
間
の
法
律
相
談
は
大
部
分
の
場
合
に

不
適
切
だ
と
す
る
。
ω.㎝
=
・

**

弁
護
士
事
務
所

の
弁
護
士
補
と
は
、
司
法
試
験
に
合
格
し
、
か
つ
弁
護
士
会
名
簿
に
事
務
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
補
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

者
を

い
う

(令
三
条
)。
な
お
、
弁
護
士
補

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
弁
護
士
制
度
」
第
二
東
京
弁
護
士
会
編

『諸
外
国

の
弁
護
士
制
度
』

(
一
九
七
六
、
日
本
評
論
社
)
二
二
九
頁
以
下
、
拙
著

『
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
司
法
』
(
一
九
八
六
、
弘
文
堂
)

一
九
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。

**
*

政
府

の
定
め
る
時
間
費
用
表
基
準
を
基
礎
と
し
て
、
司
法
行
政
庁
(α
o
日
ω8
δ
<
Φ
蒔
Φ蝕)
が
法
律
相
談
手
数
料
を
定
め
、
ま
た
、
減
額
に
関
す
る
細
則
も

制
定
す
る

(令
四
条
)
。

(司
法
行
政
庁
は
最
高
裁
判
所
、
行
政
裁
判
所
等
を
含
む
裁
判
制
度
全
般
に
関
す
る
行
政
事
務
を
所
管
す
る
。
当
該
裁
判
所
固
有
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の
司
法
行
政
事
務
処
理
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
局
が
別
に
存
在
す
る
。)

第

五
条

法
律
相
談
を
与
え

た
者

は
、
法
律
相

談

が
必
要
と
し

た
通
訳

お
よ

び
翻
訳

の
費
用

に

つ
い
て
公
費

か
ら
合
理
的
な
補
償
を
受
け

る
権

利
を
有
す
る
。
法
律
相
談

が
第
四
条
第

二
項

お
よ
び
第

三
項

に
よ
り
減
額
さ
れ

た
手
数
料

で
行
わ
れ

た
と
き
は
、
法
律

相
談
を
与
え

た
者

は
、

公
費
か
ら
そ

の
減
額
分

の
補
償

を
受
け

る

こ
と
が

で
き
る
。

　

第

一
項

に
よ
る
補

償

に
関
す

る
細
則

は
、
政
府

ま
た
は
政
府

が
定

め
る
公
的
機

関

が
制
定

す

る
。

*

こ
の
公
的
機
関
は
司
法
行
政
庁
で
あ
る

(令
五
条
)。

法
律
扶
助

の

一
般
的
条
件

第
六
条

法
律
扶
助

は
、
自

然
人

で
そ

の
経
済
的
基
礎

が
第
三
入
条

に
よ
り

二
六

万
ク

ロ
ー
ネ
を
超
え
な

い
者

に
対
し

て
与
え

ら
れ
る
。

　

法

律
扶
助

は
、
特
段

の
理
由

が
存
す

る
と
き
は
、
遺
産

財
団

に
対
し

て
も
与
え
ら
れ

る
。
第

一
四
条

に
法
律
扶
助

の
遺

産
財

団

へ
の
移

転

に
関

す

る
規
定

が
存
す

る
。

*

特
段
の
理
由
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
葬
祭
費
用
を
得
る
た
め
に
訴
訟
を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
9
望
ρ

第
七
条

法
律
扶
助

は
、
扶
助
申
請

人
が
法
律

相
談
以
外

に
法
的
な
補
佐
を
必
要

と
し
、

か

つ
こ
の
必
要

が
他

の
方
法

で
充

足

で
き
な

い

場
合

に
与
え
ら
れ

る
。

　

法

律

扶

助

は
、

公

共

弁

護

人

ま

た

は
公

的

補

佐

人

に

よ

る
助

力

が

可
能

な
事

項

に

つ

い
て

は
与

え

ら

れ

な

い
。

*

「公
共
」、
「公
的
」
と
も
原
語
は

o
頃
Φ
コ
江
粛

で
あ
る
が
、
従
来
か
ら
の
拙
訳
の
用
語
を
踏
襲
し
た
。
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第
入
条

法
律

扶
助

は
、

そ

の
事
項

の
種
類

・
性
質

お
よ
び
重
要
性
、

係
争
物

の
価
額

な
ら
び

に
そ

の
他

の
事
情

に
か
ん

が
み
、

の
費
用

〔
の
負
担
〕

に
寄
与
す

る

の
が
相
当

で
あ

る
場
合

に

の
み
与
え

ら
れ
る
。

国
が
そ

神奈川法学第36巻 第3号2004年(1016>

法
律
扶
助

と
権
利
保
護

保
険
と

の
関
係

第
九
条

法
律

扶
助

は
扶
助
申
請
人

が
権
利
保
護
保
険

に
加
入
し

て

い
る
か
、
ま

た
は
そ

の
事
項
を
含

む
他

の
類
似

の
権
利
保
護
を
有
す

る
と
き

は
与
え
ら
れ
な

い
。

扶
助
申
請
人

が
第

一
項

に
よ
る
権
利
保
護
を
欠
く
け

れ
ど
も
、

そ

の
余

の
保

険

に
よ
る
保
護

ま
た
は
人
的

お
よ

び
経
済
的
関
係

に
か
ん

が
み
、

こ
の
よ
う

な

〔権
利
〕
保
護

を
有

し
て

い
る

べ
き

で
あ

っ
た
と
き

は
、
法
律
扶

助
は
そ

の
事
項

の
種
類

.
性
質

お
よ
び
扶
助
申
請

人
に
と

っ
て

の
重
要

性

に
か
ん
が

み
特

段

の
理
由

が
存
す

る
と
き

に
の
み
与
え
ら
れ

る
。

法
律

扶
助
に
対
す

る
権
利

の
制
限

第

　
○
条

法
律

扶
助

は
、
以
下
各

号

の
場
合

に
は
与
え
ら
れ
な

い
ー

六 五 四 三 二

納
税
自
己
申
告
書
、
夫
婦
財
産
契
約
、
遺
言
ま

た
は
贈
与
書
面

の
作
成

相
続
法
第
二
〇
章

に
よ
る
財
産

目
録

の
作
成
、

債
務
整
理
法

(
一
九
九
四
年
第
三
三
四
号
)
に
よ
る
債
務

整
理
に
関

す

る
事
項

、

土
地
法

に
よ

る
登
記
案
件
、

固
定
資
産
課
税

自
己
申
告

に
関

す
る
案
件
、

固
定
資
産

課
税

に
関

す

る
訴

訟
ま

た
は
案
件
、
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七

海
事
法

(
一
九
九
四
年
第

一
〇
〇
九
号

)
ま

た
は
営
業
目
的

で
航
行
す

る
船
舶

の
登
録
等

に
関
す

る
法
律

(
一
九
七
九
年
第

三
七
七
号
)

に
よ
る
登
録
案
件
、

入

財
産
分
割

の
取
消
し

の
訴

え
以
外

の
財
産
分
割

に
関

す

る
事
項
、

九

法
律
扶
助

に
関
す

る
問
題

が
、
基
本
的

に
同
種

の
原
因

に
基

づ
く
請
求

で
あ

る
他

の
法
的
事
項

が
判
断

さ
れ
る
ま
で
待

つ
こ
と
が
で

き

る
も

の
で
あ

る
と
き
、

一
〇

交
通
事
故
損
害
法

(
一
九
七
五
年
第

一
五

一
〇
号
)

に
よ

る
交
通
事
故
損
害
賠
償
ま

た
は
責
任
保
険

か
ら
支

払
わ
れ

る

べ
き
損
害

賠
償

に
関
す

る
事
項
。

た
だ
し
、

裁
判
所

に
係
属

す

る
訴

訟
も
し
く

は
案
件
ま

た
は
人
的
損
害
以
外

の
損
害

の
み
に
関
す

る
事
項

に

つ

い
て
は
法
律
扶
助

が
与

え
ら

れ
る
。

扶
助
申
請
人

に
譲
渡

さ
れ
た
請
求

に

つ
い
て
は
、
そ

の
譲

渡
が
法
律

扶
助

の
申
請

の
審
査
を
有
利

に
す

る
た
め
に
行

わ
れ

た
も

の
と

み

ら
れ

る
と
き

は
、
法
律
扶
助

は
与

え
ら
れ
な

い
。

第

=

条

法
律

扶
助
は
以
下

の
事
項

に

つ
い
て
は
特
段

の
理
由

が
存
す

る
と
き
に

の
み
与

え
ら
れ
る
1

一

離
婚

お
よ
び

こ
れ

に
関

連
す

る
も

の
、

二

子

の
扶
養

に
関
す

る
も

の
、

三

租
税
、
関
税
、
手
数
料

ま
た
は
租
税

、
関
税
、
手
数

料

の
支
払
確
保

に
関
す

る
も

の
、

四

訴
訟
手
続
法
第

一
章
第
三
条

d
に
よ
り
地
方
裁
判
所

に
お

い
て
職
業
裁
判
官

に
よ

っ
て
判
断

さ
れ

る
べ
き
も

の
、

五

第
二

一
条

に
係

る
場
合
を
除
き
外
国

に
お

い
て
取
り
扱

わ
れ
る

べ
き
も

の
。
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第

一
二
条

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
国
民

で
な

い
者

お
よ
び

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
に
居
住
し

て

い
な

い
か
、

ま

た
は
か

つ
て
居
住

し
た

こ
と

の
の
な

い

者

は
、
そ

の
事

項
が

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
に
お

い
て
取
り
扱
わ
れ
、

か

つ
特

段

の
理
由

が
存
す

る
と
き

に

の
み
法
律
扶
助

が
与
え
ら

れ
る
。
外

国

に
お

い
て
取
り
扱
わ
れ
る

べ
き
事

項

に

つ
い
て
は
、
扶
助
申
請
人

が

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
に
居
住
し

て

い
る
場
合

に

の
み
法
律
扶

助
が
与

え

ら
れ
る
。

相

互
主
義

の
原
則

の
も
と

に
政
府

は
、
あ

る
外
国

の
国

民
お
よ

び
そ

の
国

の
国

民
で
な
く

そ

こ
に
居
住
す

る
者

が
、
法
律
扶

助

に

つ
い

　

て

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
国

民

と

同

視

さ

れ

る

べ

き

旨

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

*

旧
法
八
条

四
項

に
替
わ
る
規
定

で
あ

る
が
、
内
容
的

に
は
全
く
変
更

が
な

い
。
印
㎝
匙
.

日
本
国
民
も
本
条

二
項

に
含
ま
れ
て

い
る
。
拙
稿

・
前

掲
「
ス

ウ

ェ
ー
デ

ン
の
法
律
扶
助
法

に

つ
い
て
ー
法
律
扶
助
法
訳
文
1
」
一
五
五
頁
参
照
。

事
業
者

に
対
す

る
法
律
扶
助

第

=
二
条

事
業
者

ま

た
は
事
業
者

で
あ

っ
た
も

の
の
事
業
活

動
か
ら
生

じ
た
事
項

に

つ
い
て
は
、

そ

の
活
動

の
種
類

・
性
質

お
よ
び
限

定

さ
れ
た
範
囲
、

彼
ま

た
は
彼

女

の
経
済
的
お
よ
び
人
的
関
係

な
ら
び

に
そ

の
他

の
事
情

に
か
ん
が
み
特

段

の
理
由

が
存

し
な

い
限
り
、

法
律
扶

助
は
与

え
ら
れ
な

い
。

事
業
者

と
は
、

営
業
的

と
み
ら
れ
る
経
済
的
性
質

の
活
動
を
行
う

か
、

ま
た
は

こ
の
よ
う

な
活
動

を
行
う
法

人
に
決
定

的
な
影
響

力
を

　

有

す

る

自

然

人

を

い
う

。

*

法
律

扶
助

の
実
務

に
お

い
て
は
事
業
者

の
概
念

が
か
な
り
拡
大
さ
れ

て

い
る
。
例
え

ば
、
高
度

の
ア

マ
チ

ュ
ア
写
真
撮
影

や
競
争

馬

の
所
有

は
法
律
扶

助
法

上

の
意
味

で
の
事
業
活
動
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。
ω
'
罐
㎝
.



動

遺
産

財
団

に
対
す

る
法
律
扶
助

の
移
転

⑳

第

一
四
条

法
律
扶

助
を
与

え
ら
れ

て

い
る
者

が
死
亡
し

た
場
合
、
遺
産
財
団

が

こ
れ
を
求

め
、

か

つ
そ

の
事
項

の
種
類

・
性

質
お
よ

び

重
要
性
、
遺
産

財
団

お
よ
び
遺
産

共
有
者

の
経
済

的
関
係

な
ら

び
に
そ

の
他

の
事
情

に
か
ん
が
み
国

が
費
用

に
対
す

る
寄
与
を

継
続
す

る

の
が
相
当

で
あ

る
と
き

は
、
法
律
扶
助

は
遺
産
財
団

に
移

転
す

る
。

スウェーデンの法律扶助関係法

法
律
扶
助
に
包
含
さ
れ
る
利
益

　

第

一
五
条

法

律

扶

助

が
与

え

ら

れ

た

と

き

は

、
国

は
法

律

扶

助

補

佐

人

の
費

用

を

支

払

う

。

法

律

扶

助
補

佐

人

に
よ

る
利

益

は
、
第

三

四

条

に

よ

り
異

な

る
決

定

が

な

さ

れ

な

い
限

り
最

高

一
〇

〇
時

間

の

〔補

佐

人

の
〕

労

働

の
補

償

を

包

含

す

る
。

,

補
佐
人
は

一
般
に
弁
護
士
ま
た
は
弁
護
士
補
で
あ
る
(二
六
条
)。
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
補
佐
人
(民
事
訴
訟
法
六
〇
条
)
と
異
な
リ
、
ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
法
に
お
け
る
補
佐
人
の
権
限
は
訴
訟
代
理
人
に
近

い
も

の
で
あ
る

(訴
訟
手
続
法

一
二
章
二
二
条
)
。

第

一
六
条

法
律
扶

助
が
与

え
ら
れ
た
と
き
は
、
国

は
通
常

裁
判
所
、
労
働
裁
判
所

お
よ

び
市
場
裁
判
所

に
お
け

る
証
拠
調

べ
の
費

用
を

支
払
う

。
証
拠
調

べ

の
費
用

の
補
償

は
、
法
律
ま

た
は
法
律

の
支
持

に
基

づ
く
規
定

に
よ
り
異
な

る
結
果

が
生

じ
な

い
限
り
、
合
理
的
な

額

に

つ
い
て
与
え
ら
れ
る
。

353

第

一
七
条

法
律
扶
助

が
与
え
ら

れ
た
と
き
、
国

は
扶

助
申

請
人

の
権
利

を
擁
護
す

る
た
め

に
合
理
的

に
必
要

と
さ
れ
る
調
査

の
費
用
を

最
高

一
万
ク

ロ
ー
ネ
ま

で
支
払
う

。

た
だ
し
、
行
政
裁
判
所

ま
た
は
行
政
機
関

に
よ

っ
て
審
査

さ
れ
る
事

項
に
関
す

る
調
査

は
、
そ

の
事

項
を
審
査
す

る
裁

判
所

ま
た
は
機
関

に
よ

っ
て
調

査

が
な
さ
れ
う

る
と
き

は
、
支
払

わ
れ
な

い
・
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調

査

に
協

力

し

た
者

は
、

政
府

ま

た

は

政
府

が
定

め

る
機

関

が
制

定

す

る
規

定

に
よ

り

補

償

を

求

め

る
権

利

を

有

す

る
。

*

令
二
六
条
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
「証
人
等
に
対
す
る
公
費
か
ら

の
補
償
に
関
す
る
政
令
」

二

九
八
二
年
八
〇
五
号
)
が
存
在
す
る
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年

第

一
八
条

法
律
扶
助

が
与
え
ら

れ
た
と
き
は
、
訴

訟
手
続
法
第

四
二
章
第

一
七
条

に
よ
る
調
停

人

の
費
用

は
国

が
支
払
う

。

調
停

人
は
そ

の
労
働
、
時
間

の
空
費

お
よ
び
そ

の
職
務

に
要

し
た
支
出

に

つ
い
て
合
理
的
な
補
償
を
求

め
る
権
利
を
有
す

る
。

調
停

人
は
当
事
者

か
ら
補
償
を
受
け

る
こ
と
を
要
求
し
、
ま

た
は
受
け
取

っ
て
は
な

ら
な

い
。

そ
れ
が
行

わ
れ
た
と
き

は
、

そ

の
要

求

は
無
効

で
あ
り
、
調
停
人

は
当
事
者

に
対
し
受
け
取

っ
た
も

の
を
返
還

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

第

一
九
条

法
律
扶

助
が
与
え
ら
れ
た
者

は
、
通
常

裁
判
所

に
お
け

る
手
数
料

に
関
す

る
政
令

(
一
九
入

七
年
第

四
五

二
号
)
に
よ
る
申

立
手

数
料
も
し
く

は
受

付
手
数
粘
、
支
払
命
令

お
よ

び
略
式
訴
訟
手
続

に
関
す

る
法
律

(
一
九
九

〇
年
第

七
四
六
号
)

に
よ
る
訴
訟

に
お

　
　

け

る
申
立
手
数
料
ま

た
は
手
数
料
令
第

一
五
条
第

一
号
な

い
し
第
三
号

に
よ
る
手
数
料

を
支
払
う

こ
と
を
要
し
な

い
。

執
行
力
あ

る
判
断

に
導
く
事
項
ま

た
は
執
行

に
関
す

る
訴

訟
に

つ
い
て
法
律

扶
助
を
与

え
ら
れ

た
者

は
、
執
行
官
局

に
お
け

る
手
数
料

に
関
す

る
政
令

(
一
九
九

二
年
第

一
〇
九

四
号
)
第

二
条

に
よ
る
強
制

執
行
手
数
料
を
支
払
う

こ
と
を
要
し
な

い
。

法
律

扶
助

を
与

え
ら
れ

た
者

は
、

裁
判
所

に
お
け
る
訴

訟
ま

た
は
案
件

に
お
け

る
公
示
費
用
を
支

払
う

こ
と
を
要

し
な

い
。

*

申
立
手
数
料
と
は
訴
訟
ま
た
は
案
件
を
裁
判
所
に
係
属
さ
せ
る
際
に
支
払
う
手
数
料
、
受
付
手
数
料
と
は
証
明
書
な
ど
を
求
め
る
際
に
支
払
う
手
数
料

で
あ
る

(同
政
令
二
条
)。

*
*

例
え
ば
、
公
文
書
の
謄
本
を

一
〇
通
以
上
交
付
す
る
場
合
の
手
数
料
な
ど
。

(1020)
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第

二
〇
条

法
律

扶
助
を
与
え
ら
れ

た
者

は
、
法
律
扶
助

に
係

る
事
項

に

つ
い
て
訴

訟
手
続
法

ま
た
は
破

産
法

(
一
九
入
七
年
第
六
七

二

号
)

に
よ
る
仮
差
押

え
ま
た
は
他

の
同
様

の
処
分
を
得

る
た
め
に
担
保
を
提
供
す

る

こ
と
を
要

し
な

い
。
扶
助
申

請
人
が
相
手

方

に
加
え

　

た
損

害

を

支

払
う

こ
と

が

で
き

な

い
と

き

は
、

国

は
被

害

者

に
対

し

て
そ

の
損

害

に

つ
い
て
責

め
を

負

う

。

第

一
項

は
、

執

行

事

件

に

つ
い

て
法

律

扶

助

が
与

え

ら

れ

た

と
き

は
、

強

制

執

行

法

第

三

章

第

八

条

ま

た

は
第

九

条

に
よ

る

執

行

に

つ

い
て
も

適

用

さ

れ

る
。

,

相
手
方
は
ま
ず
扶
助
申
請
人
に
対
し
て
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
、
支
払
が
な
い
こ
と
ま
で
の
立
証
は
不
要
で
あ
る

(日
本
民
法
四
五
二
条

の
催
告
の
抗
弁
と
同
様
の
趣
旨
と
理
解
さ
れ
る
)
。
他
方
、
国
は
扶
助
申
請
人
の
有
す
る
異
議

・
抗
弁
を
援
用
で
き
る
。
ω』
ま
.

外
国

に
お
け

る
性
犯
罪

の
被
害

者

に
対
す

る
法
律
扶
助

に
関
す

る
特

則

第

二

一
条

外
国

に
お

い
て
取
り
扱
わ
れ

る
べ
き
事
項

に

つ
い
て

の
法
律
扶

助
は
、
事
案

が
刑
法
第

六
章

に
よ
る
犯

罪
に
相

当
す

る
扶
助

申
請

人
に
対
す

る
犯
罪
に
関

し
、

か

つ
扶
助
申
請
人

が
第

二
二
条

に
掲
げ

る
利
益

の
い
ず

れ
か
を
必
要

と
す

る
と
き

に
与

え
ら
れ

る
。

第

一
項

に
係

る
事
項

に

つ
い
て
は
、
第

二
条
第

二
項
お
よ

び
第

九
条
は
適
用
さ
れ
な

い
。

355

第

二
二
条

第

二

一
条

に
よ
り
法
律

扶
助

が
与
え
ら

れ
た
と
き
、
国

は
、
補
佐

人

の
費

用
お
よ
び
扶
助
申
請
人

の
権

利
を
擁
護

す

る
た
め

に
必
要
な
証
拠
調

べ
お
よ
び
調
査

の
費

用
、
な
ら

び
に
扶
助
申
請
人
ま

た
は
彼
も
し
く

は
彼
女

の
法
定
代

理
人
お
よ
び
介
護
者

そ

の
他
外

国

に
お
け

る
裁
判

所
ま
た
は
そ

の
他

の
公
的
機
関

へ
の
出

頭

に
関
連
し

て
用

い
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
者

の
旅
行

お
よ

び
滞
在

の
費

用
を
支

払
う

。

た
だ
し
、

そ

の
費

用
が
保
険
ま

た
は
外
国

に
お
け

る
裁

判
所
も
し
く
は
そ

の
他

の
公
的
機
関

に
よ

っ
て
補
償

さ
れ
な

い
限
度

に

の

み
限

る
。
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政
府
ま
た

は
政
府

の
定

め
る
公
的
機
関

は
第

一
項

に
よ

る
補
償

に

つ

い
て
細
則
を
定

め
る
。

*

令
三
三
条
な
ど
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年(1022)

法
律
扶
助

手
数
料

第

二
三
条

法
律

扶
助
を
与
え
ら
れ

た
者

は
、
法
律
扶
助
補
佐
人

の
た
め

の
費
用

お
よ
び
第
三
入
条

に
よ
る
扶
助
申
請
人

の
経
済

的
基
礎

〔
の
双
方

に
〕

に
か
ん
が

み
決
定

さ
れ
る
法
律

扶
助
手
数

料
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

法
律
扶
助
手
数
料

は
、
法
律
扶
助
補
佐
人

の
た
め

の
費
用
を
決

し
て
超
え

て
は
な
ら
ず
、

以
下
各
号

の
と

お
り

と
す

る
1

一

経
済
的
基
礎

が
五
万

ク

ロ
ー
ネ

を
超
え

な

い
と
き
は
同
費

用

の
ニ

パ
ー

セ

ン
ト
、

二

経
済
的
基
礎

が
五
万
ク

ロ
ー
ネ

を
超

え
る
が

一
〇
万
ク

ロ
ー
ネ
を
超
え
な

い
と
き

は
同
費
用

の
五
%
、
た

だ
し
、
最
低
五

〇
〇
ク

ロ
ー

ネ
、

三

経
済
的
基
礎

が

一
〇
万

ク

ロ
ー
ネ
を
超
え

る
が

一
二
万
ク

ロ
ー
ネ

を
超
え
な

い
と
き
は
同
費

用

の

一
〇

パ
ー

セ

ン
ト
、

た

だ
し
最
低

一
〇
〇
〇
ク

ロ
ー
ネ
、

四

経
済
的
基
礎

が

=

一万

ク

ロ
ー
ネ
を
超
え

る
が

一
五
万

ク

ロ
ー
ネ

を
超
え
な

い
と
き
は
同
費

用

の
二
〇

パ
ー

セ

ン
ト
、

た
だ
し
最
低

一
五
〇
〇

ク

ロ
ー
ネ
、

五

経
済
的
基
礎

が

一
五
万

ク

ロ
ー
ネ
を

超
え
る
が
二
〇
万

ク

ロ
ー
ネ

を
超
え
な

い
と
き

は
同
費
用

の
三
〇

パ
ー

セ

ン
ト
、

た
だ
し
最
低

二
〇
〇
〇
ク

ロ
ー
ネ
、

六

経
済
的
基
礎

が
二
〇
万
ク

ロ
ー
ネ

を
超
え

る
と
き
は
同
費

用

の
四

〇

パ
ー

セ

ン
ト
、

た
だ
し
最
低
五

〇
〇
〇
ク

ロ
ー
ネ
。

一
時
間

を
超

え
る
法
律

相
談

の
手
数
料
は
、
第
二
項
第
二
号
な

い
し
第
六
号

に
掲
げ

る
最
低
額
手
数
料

か
ら
控

除
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
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な

い
。

扶
助
申
請
人

が
未
成
年
者

で
あ

る
場
A
口
、
申
請

人

の
経
済
的
関
係

が
そ

の
理
由
を
与
え

る
と
き

は
、
法
律

扶
助
手
数
料

の
支

払
を
要

し

な

い
旨

決
定
す
る

こ
と

が
で
き

る
。

　

法
律
扶
助
を
与
え
ら
れ
た
遺
産
財
団
の
手
数
料
は
、
遺
産
財
団
お
よ
び
遺
産
財
団
共
有
者
の
経
済
的
関
係
に
か
ん
が
み
合
理
的
な
額
が

決
定
さ
れ
る
。
法
律
扶
助
が
遺
産
財
団
に
移
転
す
る
と
き
は
、
法
律
扶
助
手
数
料
は
被
相
続
人
の
経
済
的
基
礎
に
し
た
が
っ
て
算
定
さ
れ

る
。*

遺

産
財
団
土
ハ有
者

と
は
残

さ
れ
た
配
偶
者

・
同
棲
婚
者
、
相
続

人
お
よ
び
包

括
受
遺

者
を

い
う

(相
続
法

一
八
章

一
条

]
項
)
。

第

二
四
条

法
律

扶
助
手
数
料

の
算
定

の
比
率

は
、
法
律
扶

助
が
与

え
ら
れ
る
と
き
決
定
さ
れ

る
。

法
律

扶
助
案
件

が
終
結

す

る
前

に
扶
助
申
請

人

の
経
済
的
基
礎

が
根
本
的

に
変
更

さ
れ
た
と
き
は
、
合

理
的
な
比
率

へ
の
調

整
を
行
う

　

こ
と

が

で
き

る
。

第

二

三
条

第

四

項

に
係

る
場

合

に
お

い
て

は
零

に
、

そ

の
他

の
場

合

に

お

い

て
は
第

二

三
条

第

二
項

に
掲

げ

る
他

の
百

分

率

へ
の
調

整

を

行
う

こ
と

が

で
き

る
。

調

整

は

ま

た

、

百

分

率

が
従

前

に
決

定

さ

れ

た
時

根

本

的

に
誤

っ
た
判

断

が
な

さ

れ

た

と

き
・

ま

た

は
不

正
確

な
情

報

が
決

定

の
基

礎

に
置

か
れ

た

と

き
も

行

う

こ
と

が

で
き

る

。

よ
り

低

い
百

分
率

ま

た

は

零

へ
の
調

整

は
、

ま

だ
支

払

わ

れ

て

い
な

い
手

数

料

に

つ
い

て

の

み
行
う

こ
と

が

で
き

る
・

*

例
、丸
ば
、
少
額

の
年
間
給
与

の
増
加

の
場
合
な
ど
は
調
整
を
要
し
な
い
。
ω
.密
H
.

357

第

二

五
条

な

い
。

法
律
扶
助
手
数
料
は
法
律
扶
助
補
佐
人
に
対
し
、
そ
の
費
用
が
発
生
す
る
の
に
応
じ
て
継
続
的
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
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政
府

ま
た
は
政
府

の
定
め

る
公
的
機
関

は
、
法
律

扶
助
手
数
料

の
支
払

に
関
す

る
細
則
を
制
定
す

る
。

*

こ
の
公
的
機
関
は
司
法
行
政
庁
で
あ
る
(令

一
八
条
)
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年

法
律
扶
助
補
佐
人
の
任
命
お
よ
び
交
替

　

第

二
六
条

法
律
扶

助
補
佐

人

に
は
弁
護
士
、
弁
護

士
事

務
所

の
弁
護

士
補
ま

た
は
そ

の
職
務

に
適

切
で
あ

る
者

が
任
命

さ
れ
る
。
扶

助

申
請
人
自
身

が
適
切

で
あ
る
者
を
提
案
し

た
と
き

は
、
著
し

い
(餌
く
ω
Φ
<
管
汁)
費

用

の
増
加
を
伴
う

か
、

ま
た
は
そ

の
他

の
面

で
こ
れ

に
反

す

る
特
段

の
理
由

が
存
し
な

い
限

り
、

そ

の
者
を
任
命

し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。

補
佐

人
は
そ

の
理
由

が
存
す

る
と
き

は
解
任
さ
れ
る
。

　
　

ハ

補
佐
人

の
交
替

は
、
特
別

の
許

可

の
後

か

つ
特
段

の
理
由

が
存
す

る

と
き
に

の
み
行
う

こ
と
が
で
き

る
。
補
佐
人

の
交
替

が
す

で
に

一

　
　
　

度
行

わ
れ
て

い
る
と
き
は
、
新

た
な
交

替
は
顕
著

な

(磐
巨

コ
Φ
島

σq
)

理
由

が
存
す

る
と
き

に

の
み
行

わ
れ
る
。

補
佐

人
は
そ
れ
が
著
し

い

(σ
Φ
鋳

冨
コ
く
酵
α
)
費
用

の
増
加
を
伴
わ
な

い
と
き
は
、
弁
護
士

ま

た
は
弁
護
士
事

務
所

の
弁
護
士

補
を
自

己

　
　
　
　

ミ

の
代

わ

り

に
す

る

こ
と

が

で
き

る

(代

用

(ω号

ω
鼻

葺
一8

)
)
。

そ

の
他

に

お
け

る
代

用

は
、

特

別

の
許

可

の
後

に

の

み
行
う

こ
と

が

で
き

る

。*

補
佐
人

は
原
則
と
し

て
、

司
法
試
験

(冒
H
碧

Φ
釜

ヨ
①
コ
)
に
合
格

し
て

い
る

こ
と
、
有

効
な
責
任
保

険

に
加
入
し

て
い
る

こ
と

が
要
求
さ
れ

る
。
。。
』
爲

.

*
*

こ
の
許
可

は
裁
判
所
ま

た
は
法
律
扶

助
機
関

に
よ

っ
て
与
え

ら
れ
る

(三

九
条

)
。

*
*
*

顕
著
な
理
由

と
は
、
補
佐

人

の
職
務

の
遂
行
を

ほ
と
ん
ど
不

可
能

に
す

る
よ
う

な
事
情
を

い
う

。
例
え
ば
除
斥

.
忌
避

の
事

由

が
存
在
す

る
と
き
な
ど
。

。。
』
爵
・

*
*
*
*

こ
れ
は
法
定

の
復
代

理

で
は
な

い
。
そ
も
そ
も
補
佐
人
自
身

が
代
理
権
を
有

し
な

い
の
で
あ
る
。

X1.024}
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法
律
扶
助
補
佐
人
に
対
す
る
補
償

　

第
二
七
条

法
律
扶

助
補
佐

人

は
労
働
、
時
間

の
空
費

お
よ

び
そ

の
職
務

に
要
し

た
支
出

に

つ
い
て
合
理
的
な
補
償

を
受
け

る
権
利
を
有

す

る
。
労
働

の
補
償

は
そ

の
職
務

の
種
類

・
性
質

お
よ

び
範
囲

に
か
ん
が
み
合
理
的
な
時
聞

の
消
費

を
出
発
点

と
し

て
、

か

つ
政
府

が
定

め
る
時
間
費

用
基
準
を
適

用
し

て
定

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
時
間
補
償

は
、

そ

の
職
務

の
遂
行

に
あ

た

っ
て

の
有
能

性
と
配

慮
、

お
よ

び
ま
た
は
そ

の
他

の
重
要

な
事
情

が
そ

の
理
由
を
与
え

る
と
き

は
、

こ

の
時
間
費

用
基
準

か
ら
乖
離
す

る

こ
と
が
で
き

る
。
法

　
　

律

扶
助
補
佐

人

へ
の
補
償

は
、
技

術
的
補
佐

人
を
用

い
た
場
合

の
補
償

に
関
わ

る
も

の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。

　
　
　

申

請
前

の
労
働

に
対
す

る
補
償

は
、
小
範
囲

ま
た
は
急

速
を
要
す

る
性
質

の
も

の

の
み
に
支
払

わ
れ
る
。
第

二
六
条
第

二
項

に
よ
る
補

佐

人

の
交
替

の
場
合

に
は
、
交
替
決
定
前

に
な
さ
れ
た
新

た
な
補
佐

人

の
労
働

に
対
す

る
補
償

の
権

利

に

つ
い
て
こ
れ

が
準
用

さ
れ
る
。

補
佐

人

が
過
失
ま

た
は
過
怠

に
よ
り
法
律
扶

助

の
費

用

の
発
生

さ
せ
た
と
き
は
、
補
償

の
決
定

に
あ
た

っ
て
こ
の
こ
と
を
斜
酌

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
補
佐
人

が
第

一
七
条

に
よ

る
調
査
ま

た
は
第

二
六
条

に
よ
る
代

用

に
関
す

る
権

限
を
濫
用
し

た
と
き
、
ま
た

は
そ
う

で

な
く

と
も
特

段

の
理
由

が
存
す

る
と
き

は
、
補
償

は
減
額
す

る

こ
と
が
で
き
る
。

政
府
ま

た
は
政
府

が
定

め
る
公
的
機
関

は
若

干

の
場
合

に
お
け

る
補
償

の
決
定

に
あ

た

っ
て
適

用
さ
れ
る
べ
き
補
償
表

を
作

成
し
、

か

　

　

　

　

つ
時

間

空

費

の
補

償

の
算

定

に

関

す

る

規

則

を

制

定

す

る

。

、

時
間

の
空
費
と

は
、
例
え
ば
仕
事

の
た
め
に
必
要
な
旅
行

や
待
機

の
時
間

な

ど
、
仕
事
自
体

が
で
き
な

か

っ
た
時
間

を
意
味
す

る
。
拙
稿

・
前
掲
「
ス

ウ

ェ
ー

デ

ン
の
法
律
扶
助
法

に

つ
い
て
」
一
六
六
頁

*
参
照
。

、
*

技
術
的
補
佐

人
に
対
す
る
補
償

は
、

一
七
条

一
項

の
調
査

の
費

用
と
し

て
同
項

の
制
限

に
服
す

る
。

ω
。
呂
。。
-
㎝
$
。

.
*
*

小
範
囲

の
労
働

と
は
、
実
務
上
弁
護
士

の
最
高

一
日
分

の
報
酬

(報
酬
請
求
時
間

六
時
間
分
)

に
相
当
す

る
も

の
を

い
う
。

ω
・
㎝
象
凸
①
国

*
*
*
*

こ

の
公
的
機
関

は
司
法

行
政
庁

で
あ

る

(令

一
九
条
)
。
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第

二
八
条

法
律
扶

助
補
佐

人

に
対
す

る
補
償

は
、

そ

の
法
的

事
項

が
判
決

も
し
く

は
決
定

に
よ

っ
て
判
断

さ
れ
る

の
に
関

連
し

て
、

ま

た
は
法
律

扶
助
案
件

が
そ

の
他

の
方
法

に
よ
り
終
結

す
る
時

に
確
定
さ
れ

る
。

補

佐
人

が
適
時

に
補
償
を
求

め
ず

、
そ

の
結
果
裁
判
所

に
よ

っ
て
補
償

を
確
定

し
て
も
ら
う
権
利

を
喪
失
し
た
と
き
は
、
補
佐
人

に
お

い
て
当
該
事
項

が
裁
判
所

に
係
属
し

て

い
る

こ
と
を
知
ら
な

か

っ
た
か
、

ま
た
は
過
怠

が
他

の
弁

明
し
う

る
錯
誤

に
基

づ
く

こ
と
を
条

件

と
し

て
、
法
律
扶
助
機
関

が
補
償

に

つ
い
て
確
定
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
場
合

に
は
、
法
律

扶
助
手
数
料
を
超
え

る
補
償

の
部
分

は

国

の
負
担

に
帰
す

る
。

第

二
九
条

法
律

扶
助
補
佐

人
は
第

二
七
条

に
定

め
る
も

の

の
ほ
か
、
本

人
か
ら
補
償
を
要
求
し
、
ま

た
は
受
け
取

っ
て
は
は
な
ら
な

い
。

こ
れ

が
行
わ
れ
た

と
き
は
、
要
求

は
無
効

で
あ
り
、
補
佐
人

は
そ
の
余
分

に
受
け

取

っ
た
も

の
を
本

人

に
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

相
手
方

の
償
還
義
務

第
三
〇
条

訴
訟
手
続
ま

た
は

こ
れ
に
相
当
す

る
他

の
手
続

に
お
け

る
相

手
方

の
費
用

に

つ
い
て

の
責
任

に
関

す
る
法
律

の
規
定

は
、
法

　

お
　

律
相
談
手
数
料

お
よ
び
相
手
方

の
法
律
扶

助
補
佐

人

の
費

用
に

つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
利
息

は
支
払
う

こ
と
を
要
し
な

い
。

法
律
扶
助

の
費

用
に

つ
い
て
償

還
義
務

を
負
う
者

は
、
扶
助
申
請

人

に
対
し
そ

の
法
律
相

談
お
よ

び
法
律
扶
助
手
数
料

に
相
当
す

る
額

を
支
払

わ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

そ

の
余

の
額
は
国

に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
そ

の
償
還
義

務
者

が
法
律
扶
助

の
費

用

の

一
部

の

み
償

還
す

る

こ
と
を
命

じ
ら
れ

た
と
き

は
、
扶

助
申
請

人
お
よ

び
国

に
対

し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対

応
す

る
配
分
額

を
支

払
わ

な
け

れ
ば

な

　
　
お

ら

な

い
。

*

法
律

扶
助
費
用

の
実

に
九
八
%
強

は
補
佐

人
に
対
す

る
補
償

と

い
わ

れ
る
。

ω
』
認
.
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*
*

例

え
ば
、
訴

訟
手
続
法

]
八
章

七
条

、

一
二
条

に
よ
れ
ば
、
法
律
扶

助
費

用

の
償
還
義
務

を
負
う
相

手
方

の
法
定

代
理
人
、
訴
訟
代
理
人
ま

た
は
訴
訟
参

加
人
も
訴
訟
費
用
償
還
義

務
を
負
う

の
で
、

こ
れ
ら

の
者

も
法
律

扶
助
費
用

の
償

還
を
義

務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な

る
わ
け

で
あ

る
・
ω
号
昭

P

*
*
*

誰

に
対
し

て
支
払
う

べ
き
は
法
律
扶

助
機
関
が
決
定
す

る
(
三
九
条

一
項
末

文
)
。
支
払
額

の
決
定

に

つ
い
て
は
四

一
条
参
照
。

スウェーデンの法律扶助関係法

共
同
当
事
者

の
償

還
義
務

第
三

一
条

裁
判
所

の
も
と

で
の
訴

訟
ま

た
は
案
件

に
お

い
て
、
複
数

の
共
同
当
事
者

の
た
め
に
共
通

で
あ

る
補
佐
人

の
費

用

が
法
律

扶

助
費
用

と
し

て
補
償

さ
れ
た
と
き
は
、
法
律
扶

助
を
有

し
な

い
共
同
当
事
者

は
各

自
そ

の
者

に
帰
属
す

る
費

用

の
部
分
を
支
払

わ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
配
分

は
他

に
導
く
事
情

が
存
し
な

い
と
き
は
頭
数

に
応
じ

て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・

第

一
項

の
適
用

に
あ

た

っ
て
は
、
相
手
方
ま

た
は
そ

の
他

の
者

が
第

三
〇
条

の
支
持

を
も

っ
て
支
払
う

こ
と
を
命

じ
ら
れ

た
費

用

の
部

分

の
控
除

が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

法
律
扶
助
手
数
料

お
よ
び
共
同
当
事
者

が
第

一
項

に
よ
り
支
払
う

こ
と
を
命
じ
ら
れ

た
も

の
の
合
計
額

が
補
佐
入

に
対
す

る
補
償
を
超

　

え

る
と
き

は
、
共
同
当
事
者

は

〔法
律
扶

助
手
数
料

に
対
す

る
〕

超
過
部
分
を
法
律
扶
助
保

有
者

に
、

そ

の
余
を
国

に
支
払
わ

な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。

*

例
え

ば
、
扶
助
申
請

人
に
三
人

の
共
同
当
事
者

が
い
て
、

○
%

で
あ

る
場
合

が
想
定

さ
れ

て

い
る
。
ω
.
㎝
胡
.

各
自
四
分
の

一
の
費
用
の
償
還
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
法
律
扶
助
手
数
料
が
費
用
の
四

法
律
扶
助
の
終
了

第
三
二
条

法
律
扶
助
は
以
下
各
号
の
場
合
に
は
終
了
す
る
f

361
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一

法
律
扶
助
手
数
料

が
第

二
五
条

に
よ

っ
て
支
払
わ
れ
な

い
と
き
、

二

扶
助
申
請
人

が
不

正
確
な
情
報

を
提
供

し
、

か

つ
正
確

な
情
報

が
提
供
さ
れ

て

い
た
な
ら
ば
法
律

扶
助

が
与
え
ら
れ

る
べ
き

で
な

い

と
き
、

三

扶

助
中
請
人

が
故
意

ま

た
は
重
大
な
過
失

に
よ
り
、
過
度

に
低

額

の
法
律
扶
助
手
数
料

に
導

く

の
に
寄
与

し
た
情
報

を
提

供
し

た
と

き
、

四

扶
助
申
請
人

の
経
済
的
関
係

が
、
彼

ま
た
は
彼

女
が
も

は
や
法
律

扶
助
を
受
け
る
資
格
を
有
し
な

い
ほ
ど
に
変
動
し

た
と
き
、

五

法
律
扶

助
補
佐

人

が
、
他

の
法
律

扶
助
補
佐
人

が
任
命

さ
れ
る

こ
と
な
く
解
任
さ

れ
た
と
き
、

六

事
項

の
種
類

・
性
質
お
よ

び
重
要
性
、
係
争
物

の
価
値
な
ら

び
に
そ

の
他

の
事
情

に
か
ん
が

み
、

も

は
や
国

が
扶
助
申
請

人

の
費
用

に
寄
与
す

る

の
が
合
理
的

で
な

い
と
き
。

第
三

三
条

第

一
〇
条
第
九
号

に
係

る
場
合

で
あ
る

に
も
拘
ら
ず

法
律

扶
助

が
与
え
ら

れ
た
と
き

は
、
法
律
扶

助

の
終
了

の
決
定

を
す

る

こ
と

が
で
き
る
。

た
だ
し
、

法
律

扶
助

の
終
了

が
明
ら
か

に
合

理
的

で
な

い
と
き

は

こ
の
限
り

で
な

い
。

第
三
四
条

法
律
扶
助

は
、
第

二
七
条

に
よ
る
補
佐

人

の
労
働

に
対
す

る
補
償

の
権
利

が

一
〇
〇
時
間

に
達
し

た
と
き
は
、
第

二
項

に
よ

り
異
な

る
決
定

が
な

さ
れ
な

い
限

り
終
了
す

る
。

法
律
扶

助
補
佐

人
は
、
補

佐
入

が
そ

の
職
務

に
費
や
し
た
労
働

が

一
〇
〇
時
間

に
達
し

た
か
ま

た
は
近

づ

い
た
と
き
は
、
裁

判
所

に
届

け
出

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

裁
判
所

は
直
ち

に
法
律
扶
助
を
終
了
す

べ
き
か
ど
う

か
に

つ
い
て
審
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

法
律
扶
助

矧⑳

を
続

行
す

べ
き
と
き

は
、
裁
判
所

は
そ

の
後

〔
一
〇
〇
時
間
後
〕

に
法
律

扶
助
補
佐

人

の
利
益

に
包
含

で
き

る
時
間
数
を
定

め

る
。
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第
三
九
条

に
よ
り
法
律
扶

助
機
関

が
法
律
扶

助
問
題

に

つ
い
て
決
定

す

る
場
合

に
は
、
第

二
項

の
規
定

は
同
機
関

に
適

用
さ
れ
る
。

法
律
扶
助
費
用

〔
給
付
〕

の
返
還

第

三
五
条

法
律

扶
助

が
第
三

二
条

に
掲
げ

る
事
由

の
い
ず

れ
か
に
基

づ
き
終
了
し
た
と
き

は
、

扶
助
申
請

人
は
法
律

扶
助

の
費
用
を
合

　

理
的

な
範

囲

で
国

に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

法
律
扶

助
が
第

三
三
条

に
述

べ
る
事
由

に
基
づ
き
終

了
し

た
と
き

は
、
法
律
扶

助
手
数
料
を
超

え
る
法
律
扶

助

の
費

用
は
国

に
返
還
す

る
こ
と
を
要

し
な

い
。

、

返
還
義
務
は
全
て
の
法
律
扶
助
費
用
を
含
む
。
も
っ
と
も
、
三
二
条

一
号
な
い
し
六
号
に
よ
る
終
了
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
法
律
扶
助
手
数
料
に

限
定
さ
れ
る
。
幹
㎝○。P

第

三
六
条

法
律

扶
助
を
与
え

る
決
定

が
不
服
申

立
て
に
基

づ
き
取
り

消
さ
れ
た
と
き
は
、

法
律

扶
助
を
保
有

し
た
者

は
自
か
ら
法
律
扶

助

の
費

用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

た
だ
し
、
特
段

の
理
由

が
存
す

る
と
き
は
、
費

用
を
国

に
返
還
す

る

こ
と
を
要

し
な

い
か
、

ま

た
は

一
部

の
み
国

に
返
還
す

べ
き
旨
命

じ
ら
れ

る
。

第

三
七
条

扶
助
由
詩
人

が
過
失

ま
た
は
過
怠

に
よ
り
法
律
扶
助
費

用

の
増
加

を
惹
起

し
た
と
き
は
、

彼
ま
た
は
彼
女
は

こ
の
費
用
を
、

そ

の
余

の
法
律
扶

助
費

用
に
対
す

る
責
任

が
ど

の
よ
う

に
配
分
さ
れ

る
か
に
拘
ら
ず
、
国

に
償
還
し

な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
扶

助
申

請
人

の
法
定
代

理
人
に

つ
い
て
も
同
様

と
す

る
。
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経
済

的
基
礎

第
三
八
条

こ

の
法
律

に
お

い
て
経
済
的
基
礎

と
は
、
第

二
項

に
よ
る
扶
養
義

務
、
財
産
関
係

お
よ
び
債
務
負

担
を
掛
酌
し

て
算
定

さ
れ

た
扶
助
申
請
人

の
年
収
を

い
う
。

扶

助
申
請
人

が
子

の
扶
養

に
寄
与

し

て

い
る
と
き
は
、
子

一
人

に

つ
い
て

一
五
〇
〇
〇

ク

ロ
ー
ネ
、

た
だ
し
最
高

七
五
〇
〇
〇
ク

ロ
ー

ネ

ま

で
こ
の
年

収
は
減
額
さ
れ
る
。
扶
助
申
請
人

の
支
払
能

力

が
財
産

の
保
有
も

し
く

は
債
務

の
負
担

ま
た
は
そ

の
他
特

段

の
事
情

に
基

づ
き
根
本
的

に
増
加
し
ま

た
は
減
少
し

た
と
き

は
、
こ
の

算
定

さ
れ
た
年
収

は
合
理
的
な
額

に
増
減
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
調
整

さ
れ
る
。

未
成
年
者

の
経
済
的
基
礎

は
、
両
親

の
経
済
的
関
係

に
か
ん
が

み
決
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

経
済
的
基
礎

の
算
定

に
関
す

る
細
則

は
、

政
府

ま
た
は
政
府

の
定

め
る
公
的
機
関

が
制
定
す

る
。

*

こ
の
公
的
機
関
は
司
法
行
政
庁
で
あ
る
(令
六
条
)。

法
律

扶
助
問
題

に
関
す

る
決
定

第
三
九
条

法
的
事
項

に
関
す

る
訴

訟
ま

た
は
案
件

が
裁
判
所

の
も

と

に
係
属
す

る
と
き
は
、
裁
判
所

が
こ

の
法
律

に
関
す

る
問
題

に

つ

い
て
決
定

す

る
。

そ

の
他

の
場
合

に
は
、
法
律
扶

助
機
関

が

こ
の
問
題

に

つ
い
て
決
定

す

る
。
法
律
扶
助
機
関

は
ま

た
、
第
三
〇
条
第

二

項

お
よ

び
第
三

一
条
第
三
項

に
よ
る
補
償

を
誰

に
対

し
支

払
う

べ
き

か
に

つ
い
て
決
定
す

る
。

こ

の
法
律

に
お

い
て
裁

判
所

に

つ
い
て
述

べ
る
と

こ
ろ

は
、

土
地
賃
貸

借
等
紛
争
処
理
委
員
会

お
よ
び
建
物
賃
貸
借

等
紛
争

処
理
委

員

会

に

つ
い
て
も
適

用
さ
れ
る
。

第

一
七
条
第

一
項

に
係

る
調
査
を
行
う

べ
き

か
ど
う

か
に

つ
い
て
は
、
法
律
扶

助
補
佐

人
が
決
定

す
る
。
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第
四
〇
条

法
律
扶

助
機
関

は
、

法
律
扶

助
補
佐

人

に
対
す

る
補
償

が
確
定

し

た
時
、
扶
助
申
請
人

の
法
律
扶
助
手
数
料
を
終

局
的

に
確

定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

補
佐

人

に
対
す

る
補
償

は
、
終
局
的

に
確
定

さ
れ

た
法
律
扶

助
手
数
料
を
控
除

し
た
後

に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・

補
佐
人

が

扶

助
申
請

人
か
ら
終
局
的

に
確
定

さ
れ

た
額
よ
り
も
高
額

の
手
数
料
を
受
け
取

っ
て

い
た
と
き
は
、
補
佐

人
は
超

過
額
を
扶

助
申
請
人

に

返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。

スウェーデンの法律扶助関係法

第

四

一
条

当

事
者

の

一
方

が
法
律
扶
助
を
有
す

る
訴
訟

ま
た
は
案
件

の
取

扱

い
が
終
結
す

る

の
に
関

連
し

て
、
第

三
〇
条

第

一
項

お
よ

び
第

三

一
条
第

一
項

に
よ
り
相
手
方
、
共
同
当
事
者

、
扶
助
申
請
人
ま

た
は
そ

の
法
定
代

理
人
が
支

払
う

べ
き
額

が
決
定

さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
第
三
七
条

に
よ
る
償

還
義

務

の
決
定

は
、
法
律
扶
助
を
有
す

る
当
事
者

の
訴

訟
も
し
く

は
案
件

の
取
扱

い
が
終
結
す

る
の
に

関
連
し

て
、
ま

た
は
法
律
扶
助

の
終
了
に
関
連

し

て
な
さ
れ
る
。

決
定
が
裁
判
所
ま

た
は
法
律
扶
助
機
関
以
外

の
も

の
に
よ

っ
て
な

さ
れ

る
と
き
は
、
支

払
義

務

は
特
定

の
額
を
表
示
す

る

こ
と
な
く
、
費

用

の
全
体

ま
た
は
割
合

に

つ
い
て
定

め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
・

債
権
者

が
破
産

手
続
中

の
事

項

に

つ
い
て
法
律

扶
助
を
与

え
ら
れ

て

い
る
と
き

は
、
償
還
義
務

に
関
す

る
決
定

は
、
遅
く

と
も
配
当

の

確
定

に
関

連
し

て
な

さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
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第
四

二
条

第
三

〇
条
第

二
項
お
よ
び
第

三

一
条
第

三
項

に
よ

る
誰

に
対
し
補
償
を
支
払
う

べ
き

か
に
関
す

る
決
定
、
な
ら

び

に
第

四
〇

条

に
よ
る
法
律

扶
助
手
数
料

お
よ
び
補
佐

人
に
対
す

る
控

除
に
関
す

る
決
定

は
、
法
律

扶
助
機
関

に
よ

っ
て
同
機
関

が
作
成
す

る
法
律
扶

助
費

用
に
関
す

る
登
録
情
報

の
自
動
的
デ
ー

タ
処
理
を
通
じ

て
な

さ
れ
る
。

第
三

〇
条
第

二
項

お
よ
び
第

三

一
条
第

三
項

に
よ
る
決
定

は
、
強
制
執
行
法

の
規
定

に
よ
り
執
行
す

る

こ
と
が

で
き

縣
・



ass

*

本
法

の
規
定

に
よ

る
国

に
対
す

る
支
払

の
決
定

の
執
行
手
続

に
関
す

る
細

則
は
、

司
法

行
政
庁

が
国
税
庁

(菊
爵
ω
鴇

讐
9
<
。
『
評
。
け)
と
協
議
し

て
定

め

る

(令
三
四
条

)
。
ち
な

み
に
、
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
で
は
制
度
的

に
公
債
権

の
執
行

と
私
債
権

の
執
行

と
が
統
A
口
さ
れ
て
お
り
、
執

行
官

局

(目
『
。
昌
。
h
。
覧

Φ
B
《
コ
,

臼
αq
ゴ
9

が
担
当
し
、
同
局

は
国
税
庁

の
所
管

に
属
す

る
。
執
行
官

(局
)
に

つ

い
て
は
、
拙
著

『
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
司
法
』
(
一
九
八
六
、
弘
文
堂
)
一
九
九

二
〇
〇
頁
、
な
ど
参
照
。

神奈川法学第36巻 第3号2444年

不
服
申
立

て
等

第

四
三
条

こ
の
法
律

に
よ

る
裁
判
所

の
決
定

に
対
す

る
不
服
申
立

て

に

つ
い
て
は
、
第

二
項

に
係

る
場

合
を
除

い
て
裁
判
所

の
決
定

に

対
す

る
不
服
申
立

て
に
関
す

る
規
定

が
原
則

と
し
て
適

用
さ
れ

る
。

法
律
扶

助
補
佐

人

へ
の
補
償

に

つ
い
て
不

服

が
申
し
立

て
ら

れ
た
問
題

に
関
す
る
高
等
裁
判
所
ま

た
は
行
政
山口同
等
裁
判
所

の
決
定

に
対

し
て
は
・
不

服
を
申
し
立

て
る

こ
と

が
で
き
な

い
。

た
だ
し
、

高
等
裁

判
所
ま

た
は
行

政
高
等
裁
判
所

は
、
訴

訟
手
続
法
第
五

四
章
第

一

〇
条

第

一
項
第

一
号
な

い
し
行
政
訴
訟
法

(
一
九
七

一
年
第

二
九

一
号
)
第

三
六
条
第

一
項
第

一
号

に
よ
り

〔上
告
〕

審
理
許

可

が
与
え
ら

れ

る
べ
き
特
段

の
理
由

が
存
す

る
と
き
は
、

そ

の
決
定

に
対
す

る
不
服

申
立

て
を
認
め

る
こ
と
が
で
き

る
。

第

四
四
条

第

一
七
条

第

一
項

に
よ

る
調
査

に
関
す

る
法
律

扶
助
補
佐
人

の
決
定

に
対

し
て
は
、
不
服
を
申

し
立

て
る
こ
と

が
で
き
な

い
。

第
三
〇
条
第
二
項
、
第
三

一
条
第
三
項

お
よ

び
第
四
〇
条
第

二
項

に
よ
る
法
律
扶
助
機
関

の
決
定

に
対
し

て
は
、
不
服
を
申
し
立

て
る

こ
と
が
で
き
な

い
。
法
律
扶

助
機
関

の
そ

の
他

の
決
定

に
対

し
て
は
、

法
律

扶
助
委

員
会

に
不
服
申
立

て
を
す

る

こ
と
が
で
き

る
。

法
律
扶
助
委
員
会

の
決
定

に
対
し

て
は
、
不

服
を
申
し
立

て
る

こ
と

が
で
き
な

い
。

(1032)



謝

第

四
五
条

法
律

扶
助

に
関
す

る
決
定

に
対
し

て
は
、
私
人

の
当
事
者

お
よ
び
司
法
行
政
庁

か
ら
不
服
申

立

て
を
す
る

こ
と

が

で
き

る
。

qの

不
服
申

立

て
の
期
間

が
、
当
事
者

が
決
定
を
知

っ
た
日
か
ら
算
定

さ
れ
る
と
き
は
、

司
法
行
政
庁

は
決
定

の
日
か
ら
二
月

の
経
過
後

に
は

不
服

を
申

し
立

て
る
こ
と

が
で
き
な

い
。

司
法
行
政
庁

は
私
人

の
当
事
者

の
利
益

に
も
決
定

に
対
し

て
不

服
申

立
て
を
す

る

こ
と
が
で
き

る
。

第

四
六
条

司
法

行
政
庁

は
、
第
三

二
条
な

い
し
第
三
四
条

に
よ
る
法
律
扶

助

の
終
了

に
関

す

る
決
定

を
求

め
る

こ
と

が
で
き

る
。

スウェーデンの法律扶助関係法

第

四
七
条

補
償

に
関

す

る
決
定

に
対
し

て
不
服
申

立
て
を
し

た
法
律
扶

助
補
佐

人
は
、

に
お

い
て
自
己

の
申

立

て
を
支
持
す

る
新

た
な
事
実
を
主
張
す

る

こ
と
が

で
き
る
。

特

段

の
理
由

が
存
す

る
と
き

に
の
み
、
上
級
審

法
律
扶
助
委

員
会

第
四
八
条

法
律
扶

助
委
員
会

は
、
現

に
正
規

の
裁
判
官
職

に
あ

る
か
ま

た
は
か

つ
て
あ

っ
た
委
員
長

と
弁
護

士
二
人
お
よ
び
そ

の
他
二

人

の
委
員

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
る
。
全

て
の
構
成
員

は

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
国
民

で
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
彼

(女
)
ら

は
未
成
年

ま
た
は
親

子
法
第

=

章
第
七
条

に
よ
る
管

理
後

見
人
を
付

さ
れ

て

い
る
者

で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。

政
府

は
、

一
定

の
期
間
を
限

っ
て
委
員

を
任
命

し
、

か

つ
委
員
長
を
指
定

す

る
。
委
員
長

の
た
め
に

一
人
ま

た
は
複
数

の
代

理
者

が
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ

の
他
、
政
府

は
適

切
な
数

の
委
員

の
代

理
者

を
指
定
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
委
貝
長
お
よ

び
委

員
に
関
す

る
規
定
は
、
代
理
者

に
も
適
用

さ
れ

る
。
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第

四
九
条

法
律

扶
助
委

員
会

は
、
委
員
長

お
よ

び
最
低

二
人

の
委
員
、

そ

の
う

ち

の

一
人
は
弁
護
士
、
他

の

一
人
は
そ
う

で
な

い
委
員

を
も

っ
て
決
定
を
行
う

こ
と

が
で
き

る
。

た
だ
し
、
原
則
的
重
要
性
を
有
す

る
か
、
ま

た
は
そ
う

で
な
く
と
も

特
に
重
大

な
案
件

の
判
断

に
あ
た

っ
て
は
、
全
構
成
員

が
関
与
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

民
事
訴

訟

に
お
け

る
票
決

に
関
す

る
訴

訟
手
続
法

の
規
定

は
、
法
律

扶

助
委
員
会

が
案
件
を
判
断
す

る
と
き

に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

委
員
長

は
最
初

に
自
己

の
意
見
を
述

べ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年

一

こ

の
法
律

は

一
九
九
七
年

一
二
月

一
日
か
ら
施
行

し
、
同

日
を
も

っ
て
法
律

扶
助
法

(
一
九

七
二
年
第

四
二
九
号
)
は
廃

止
さ
れ

る
。

二

た
だ
し
、
廃
止

さ
れ
る
法
律

は
以
下

の
場
合

に
は
な
お
効
力

を
有

す

る

i

一
般
法
律
扶
助
、

刑
事
訴

訟
に
お
け
る
被
疑
者

・
被

告
人

に
対
す

る
法
律
扶
助
ま
た

は
公
的
補
佐
人

に
よ

る
法
律
扶
助

が
、

一
九
九

七

年

一
二
月

一
日
前

に
与
え

ら
れ

て
い
た
と
き
、

ま
た
は

1
上
記

の
法
律
扶

助

の
申
請

が
、

裁
判
所
、
法
律

扶
助
機
関

ま
た
は
法
律
扶
助

に

つ
い
て
決
定
す

る
こ
と
が
で
き

る
そ
の
他

の
機
関

に
対

し

て
、

一
九
九

七
年

一
二
月

一
日
前

に
提
出
さ
れ

て

い
た
と
き
。

(1034)
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公
的

補

佐

人

に
関

す

る
法

律

(
一
九

九

六
年

第

一
六

二
〇

号

)

第

一
条

こ
の
法
律

は
、
法
律

に
お
け

る
特

別

の
定

め
に
よ
り
訴
訟
ま

た
は
案
件

に
お

い
て
公
的
補
佐

人
が
任
命

さ
れ
る
べ
き

場
合

に
適

　

用

さ
れ

る
。

こ

の
法

律

に

お

け

る

規
定

は
、

他

に
特

別

の
定

め

が
な

い
と
き

に
適

用

さ

れ

る
。

*

本
法
に
よ
る
法
律
扶
助
に

つ
い
て
は
資
力
要
件
の
審
査
は
な
く
、
ま
た
法
律
扶
助
手
数
料

の
支
払
を
要
し
な

い
。
従
前
と
同
様
で
あ
る
。
ω.
認
伊

第

二
条

こ

の
法

律

に
よ

る
決

定

は
、

第

六

条

に
係

る
も

の

の
ほ

か

は
訴

訟

ま

た

は
案

件

を
取

り

扱
う

裁
判

所

ま

た

は

公
的

機

関

に
よ

っ

て

な

さ

れ

る
。

第

三
条

公
的

補

佐

人

は

、

申

請

に
基

づ
き

、

ま

た

は

そ
う

で
な

く

と
も

そ

の
た

め

の
理
由

が
存

す

る

と
き

に
任

命

さ

れ

る
。

　

申
請

は
、
補
佐

人
が
任
命

さ
れ

る
べ
き
者

ま
た

は
そ

の
訴
訟
も
し
く

は
案
件

に
お

い
て
手
続
を
追
行

し
う

る
者

か
ら
行
う

こ
と
が
で
き

る
。
申
請

は
、
訴

訟
ま
た
は
案
件

を
取
り
扱
う

公
的
機
関

に
提
出
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

自
ら
補
佐

人
を
任
命
す

る

こ
と

が
で
き
な

い
公
的
機

関

は
、
申
請
を
自
己

の
意
見
を
付

し
て
権

限
を
有
す

る
公
的
機
関

に
送
付

し
な
け

れ

ば
な
ら
な

い
。

*

法
定
代
理
人
な
ど
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
。

第

四
条

公
的
補
佐
人

が
任
命

さ
れ
る
と
き
は
、
国

は
補
佐

人

の
費

用
お
よ

び
本
人

の
権

利
を
擁
護
す

る
た
め
に
合
理
的

に
必
要

と
さ
れ
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る
調
査

の
費

用

(調
査

が
訴
訟
ま

た
は
案
件
を
取

り
扱
う
裁
判
所

ま
た
は
公
的
機
関
を
通
じ

て
行
う

こ
と
が
で
き
な

い
と
き
)
を
支
払
う

。

第

一
項
に
述

べ
る
調

査

に
協
働

し

た
者

は
、
政
府

が
制
定
す

る
規
定

に
よ
り
公
費

か
ら
補
償
を
受

け
る
権
利

を
有
す

る
。

第
五
条

法
律
扶

助
補

佐
人

の
任

命
お
よ

び
交
替
な
ら
び

に
法
律
扶

助
補
佐

人

へ
の
補

償

に
関
す

る
法
律

扶
助
法

(
一
九
九

六
年
第

一
六

一
九
号
)
第

二
六
条
な

い
し
第

二
九
条

の
規
定

は
、
公
的
補
佐

人
に

つ
い
て
適
用
さ
れ

る
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年

第

六
条

公
的
補
佐

人
は
、
第

四
条

第

一
項

に
係

る
調
査
を
行
う

べ
き

か
ど
う

か
に

つ
い
て
決
定
す

る
。

第

七
条

こ
の
法
律

に
よ
る
裁
判
所
ま

た
は
公
的
機

関

の
決
定

は
、
補
佐

人
が
任
命

さ
れ
た
訴

訟
ま
た
は
案
件

に
お
け

る
判
決
ま

た
は
決

定

に
対
す

る
不

服
申
立

て
に
適
用
さ
れ

る

の
と
同

一
の
法
規
整

に
従

い
不
服
申

立

て
を
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

公
的

補
佐

人

へ
の
補
償

に

つ
い
て
不
服

が
申
し
立

て
ら
れ

た
問
題

に
関
す

る
高
等
裁
判
所
ま

た
は
行

政
高
等
裁
判
所

の
決
定

に
対
し

て

は
、
不

服
申

立

て
を
す

る

こ
と
が
で
き
な

い
。

た
だ
し
、
高
等
裁
判
所
ま

た
は
行
政
高
等
裁
判
所

は
、
訴

訟
手
続
法
第

五
四
章
第

一
〇
条

第

一
項
第

一
号

な

い
し
行
政
訴

訟
法

(
一
九
七

一
年
第

二
九

一
号
)
第

三
六
条
第

一
項
第

一
号

に
よ

り
審

理
許

可
が
与
え
ら

れ
る

べ
き
特

段

の
理
由

が
存
す

る
と
き
は
、

そ

の
決
定

に
対
す
る
不

服
申
立

て
を
認
め

る

こ
と
が

で
き

る
。

第

四
条

に
よ
る
調
査

に
関
す

る
補
佐
人

の
決
定

に
対
し

て
は
、
不

服
申
立

て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
。

謝

第
入
条

こ
の
法
律

に
よ
る
決
定

に
対
し

て
は
、
私
人

の
当
事
者

お
よ

び
司
法
行
政
庁

か
ら
不
服
申

立
て
を
す

る

こ
と
が

で
き
る
。
不
服

⑳

申
立

て

の
期
間

が
、
当
事
者

が
決
定

を
知

っ
た
日
か
ら
算
定

さ
れ
る
と
き

は
、

司
法
行
政
庁
は
決
定

の
日
か
ら

二
月

の
経

過
後

に
は
不
服
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を
申
し
立

て
る

こ
と
が

で
き
な

い
。

司
法
行
政
庁

は
私
人

の
当
事
者

の
利
益

に
も
決
定

に
対

し
て
不
服
申

立
て
を
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

こ

の
法

律

は
、

一
九

九

七

年

一
二
月

一
日

か
ら

施

行

す

る
。

スウェーデンの法律扶助関係法

補

説

刑
事

事
件

に
お
け
る
公
的
弁
護

お
よ
び
被
害
者
補

佐
に

つ
い
て

一

公
的
弁
護

に

つ
い
て

刑
事
事
件

に
お
け

る
公
的

弁
護

は
、
訴

訟
手
続
法

二

一
章
、
三

一
章

に
規
定

さ
れ

て
お
り
、
基
本
的

な
改

正
は
な

い

(改

正

は
新
法
律

扶
助
法

と

の
調

整

に
関
す

る
)
。

公
共
弁
護

人
は
裁
判
所

に
よ

っ
て
被
疑
者

段
階

か
ら
任
命

さ
れ
る
。
捜
査
指
揮
者

は
被
疑
者

に

つ
い
て
公
共
弁
護

人
選
任

の
要
件

が
存

在
す

る
と
き
は
、

そ

の
旨
を
裁
判
所

に
通
知
す

る
義
務

を
負
う

(二
三
章
五
条
)
。
捜
査
指
揮
者

は
検
察
官
ま

た
は
警
察
機
関

で
あ

る
。

二

被
害
者

補
佐

に

つ
い
て

被
害
者
補
佐

に

つ
い
て
は
、

「被
害
者
補
佐

人

に
関

す

る
法
律

二

九
入

入
年
九

七
号

)
」
に
規
定

さ
れ

て

い
る
。

同
法
も
新

法
律
扶

助

法

の
制
定

に
関

連
し

て
若
干

の
改

正
を

み
た
が
、
刑
事
事
件

に
お
け

る
公
的

弁
護

と
同
様

に
基
本

的
な
改
正

は
な

い
。

こ
の
問

題
に

つ
い

て
は
、

日
本

弁
護
士
連
合
会

U
第

一
東
京
弁
護
士
会

『
イ
タ
リ
ア

・
オ
ー

ス
ト
リ
ア

・
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン

・
ア
メ
リ

カ
犯
罪
被
害
者

支
援
制

度
調
査
報

告
書

』

(二
〇
〇
三
、
非
売

品
)
第
三
編

(五
七
頁
以
下
)
参

照
。
本
書

は
二
〇
〇
三
年
六
月

の
現
地
調
査

に
基

づ
く
最
新

の
事
情

を
伝
え

る
。

(二
〇
〇
三
年

一
]
月

三
〇

日
脱
稿
)
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